
スポーツ庁委託事業「令和2年度スポーツキャリアサポート支援事業」

アスリートキャリア開発支援が創出する
CX (Career Transformation)の未来

01トークセッション

アスリートキャリア開発支援の社会的役割とその可能性

登壇者

室伏 広治 氏 原 晋 氏 井本 直歩子 氏 田中 研之輔 氏

Athlete Career Challenge カンファレンス 2021

2004年アテネ五輪金メダル・
2012年ロンドン五輪銅メダル
ハンマー投げ日本代表
／スポーツ庁長官

青山学院大学 地球社会共生学部 教授
青山学院大学 陸上競技部
長距離ブロック 監督

1996年アトランタ五輪 競泳日本代表
国連児童基金 教育専門官

法政大学キャリアデザイン学部教授／
一般社団法人プロティアン
・キャリア協会 代表理事

／SCSCプロジェクト推進委員

参加方法

2021
令和 3 年

13:00~15:30 参加費：

無 料3/6［土］
開催方法：オンラインでの実施となります。手話通訳あり。

URL:https://eventregist.com/e/accconference2021
下記のサイトよりお申し込みください。

150分

主催：スポーツキャリアサポートコンソーシアム（SCSC）　運営：株式会社MPandC

現役引退41歳。陸上競技のハンマー投げ選手
として2000年シドニー、2004年アテネ、
2008年北京、2012年ロンドン五輪出場。アテネ
五輪では陸上・投擲種目でアジア史上初の金
メダルに輝く。2007年に中京大学大学院体育
学研究科にて博士号取得。2011年同大学スポ
ーツ科学部にて准教授を務める。2014年には
東京医科歯科大学にて教授を務め、スポーツ
サイエンスセンターのセンター長にも就任。
2014年に東京オリンピック・パラリンピック競技
大会組織委員会スポーツディレクターに選任さ
れ、日本オリンピック委員会理事、日本陸上競技
連盟理事、世界アンチドーピング機構アスリート
委員などを歴任し、2020年10月より現職。

陸上競技引退後、営業マンとして新商品
を全社で最も売り上げ、ビジネスマンとし
ての能力を開花。陸上と無縁の生活を送
っていたが、長年低迷していた青山学院
大学陸上競技部の監督に就任。就任5年
目に33年ぶりの箱根駅伝出場を果たす
と2015年青学史上初となる箱根駅伝総
合優勝、16年には2連覇、17年には3連
覇と大学駅伝３冠という快挙、18年4連
覇を達成し、その後もビジネスの経験を
生かした「チームづくり」「選手の育成」で
陸上界の常識を破り、快進撃を続ける。

現役引退24歳。３歳から水泳を始め、
1996年アトランタ五輪競泳4×200ｍ
リレー４位入賞。慶應義塾大学、米サザ
ンメソジスト大学卒業。英マンチェスタ
ー大学院にて紛争・復興支援修士号修
了。2003年にJICAのインターンとし
てガーナに赴任。以後、シエラレオネ、
ルワンダ等にて紛争復興支援に従事。
2007年よりユニセフ職員としてスリラ
ンカ、ハイチ、マリ等紛争・災害下の国
で教育支援を行う。

UC. Berkeley元客員研究員　University 
of Melbourne元客員研究員 日本学術振興
会特別研究員SPD 東京大学　博士：社会
学。一橋大学大学院社会学研究科博士課程
修了。　専門はキャリア論、組織論。＜経営と
社会＞に関する組織エスノグラフィーに取り
組んでいる。著書25冊。ソフトバンクアカデ
ミア外部一期生。専門社会調査士。社外取締
役・社外顧問を23社歴任。新刊『プロティア
ン―70歳まで第一線で働き続ける最強のキャ
リア資本論』。最新刊に『ビジトレ－今日から始
めるミドルシニアのキャリア開発』 
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13:00
13:03
13:10
14:25
15:30

スポーツキャリアサポートコンソーシアム会長 挨拶
スポーツ庁「スポーツキャリアサポート支援事業」の説明

トークセッション① テーマ「アスリートキャリア開発支援の社会的役割とその可能性」
トークセッション② テーマ「企業とアスリートの立場から見るアスリート人材の課題と魅力」
閉会

スポーツキャリアサポートコンソーシアム（SCSC）は、2017年2月にスポーツ庁委託事業の一環
として、アスリートのキャリア形成を支援する体制を整備することを目指して創設されました。本コンソー

シアムでは、アスリートがスポーツで培った能力を発揮し、競技外のキャリアにおいて活躍することは、

アスリート自身の人生の充実という点のみならず、アスリートが持つ価値を社会に還元するという点に

おいても重要であると考えています。そして、アスリートの競技外での活躍は、スポーツの価値を高め、

スポーツ参画人口の拡大、ひいては競技力の向上に資すると考えております。本カンファレンスでは、

アスリートキャリアに関して、スポーツ内外の知見を共有し、スポーツ庁が推進するスポーツキャリア

サポートコンソーシアムの取組を広く社会に発信し、事業の推進を図ります。

スポーツキャリアサポート
コンソーシアム会長

髙橋 義雄 氏

13:00~15:30 (150分 )3/6［土］

02トークセッション

企業とアスリートの立場から見るアスリート人材の課題と魅力
登壇者

有明 葵衣 氏
NPO法人 Shape the Dream 副代表理事

TOKYO DIME(東京ダイム )所属
富士通株式会社

中村 裕樹 氏
公益財団法人日本オリンピック委員会 
ナショナルトレーニングセンター

JOCキャリアアカデミー事業ディレクター

吉浦 剛史 氏
株式会社スポーツフィールド
キャリアサポート推進室

SCSCプロジェクト推進委員

佐藤 学 氏
株式会社リクルートキャリア

 代表取締役社長

森下 尚紀 氏
株式会社MPandC代表取締役社長

青山学院大学スポーツキャリアプログラム特別講師  
SCSCプロジェクト推進委員

スポーツキャリアサポートコンソーシアム（SCSC）とは
スポーツキャリアサポートコンソーシアム（SCSC）は、2017年2月にスポーツ庁委託事業の
一環として、アスリートのキャリア形成を支援する体制を整備することを目指して創設されました。

スポーツキャリアサポートコンソーシアム事務局
E-mail：sportcareer@futuredesignlab.jp　TEL:03-6222-9855
当事務局の運営は、スポーツ庁令和2年度「スポーツキャリアサポートコンソーシアムの運営」事業です。
受託事業者：株式会社フューチャー・デザイン・ラボ

主
催
者

挨
拶

タイ
ム

スケ
ジュ
ール

アディダス ジャパン社在籍中、2002年の
日韓WCを成功に導いた功績が評価され、
スポーツカテゴリーの包括的プランニング
部門の総括責任者の重責を担う。2015年に、
スポーツビジネスの総合マネジメント会社、
株式会社MPandCを設立。同年、アスリ
ートと街（マチ）をつなげ、スポーツのチカラ
で地域を元気にする『アスマッチプロジェ
クト』 (運営：NPO法人 Point Green 推進
環境会議運営事務局)の代表に就任。現在は、
セガサミーグループにおけるスポーツ部門を
一手に担い“スポーツは究極のエンタテイン
メント”を立証するべく挑戦し続けている。

バスケットボール現役選手、会社員、NPO
法人理事の3足の草鞋。高校時代は主将を
務め全国４位、U18日本代表に選出。筑波
大学では、国体優勝、関東リーグ５連覇を達
成し、ユニバーシアード日本代表に選出。
卒業後、富士通レッドウェーブに入団し29歳
で引退。同社人事部に所属しながら、2017
年にNPO法人Shape the Dreamを設立
し、高校大学の学生アスリート向けにキャリア
教育を展開。2018年に3x3 TOKYO DIME
にて現役復帰し、女子初代プレミアリーグ
優勝、得点王に輝く。

日本リクルートセンター（現リクルート

HD）に入社し、人材ビジネス（新卒・中途
採用、教育研修、人事制度策定）に従事。

2001年より日本プロサッカーリーグに
所属し、2002年Jリーグキャリアサポート
センター（以下CSC）設立準備。2006年
に株式会社リクルートキャリアに入社し、

アスリート支援部署新設。CSCセンター
長兼日本野球機構（NPB）選手キャリア
支援などプロ選手のキャリア支援に

携わる。2016年より現職。

大学卒業後一部上場企業に入社。従

業員数16,000名を超える企業で最
優秀新人賞、近畿地区若手営業特別

表彰を受賞。地域復興支援事業、オ

リンピック選手の講演会、プロ野球選

手の野球教室の企画運営にも携わる。

小学生から大学生を対象のキャリア

講演・講義、社員研修含め受講生は

15,000名以上。

1992年、株式会社リクルート人材セ
ンター（現株式会社リクルートキャリ

ア）に入社。リクルーティングアドバ

イザー、キャリアアドバイザー、営業

部門の責任者として多数の企業の採

用を支援。事業企画、商品開発、採用

などにも従事。2005年に執行役員
に就任。新卒採用、中途メディア採用、

人材斡旋、各事業領域に経営の立場

から携わる。2020年4月より代表取
締役社長。



スポーツ庁委託事業
令和2年度スポーツキャリアサポート支援事業における

カンファレンス運営業務

Athlete Career Challenge カンファレンス2021
～アスリートキャリア開発支援が創出するCX
（Career Transformation）の未来～

報告書

2021年3月15日

株式会社MPandC

参考資料10



開催概要



開催概要

３

実施目的

実施概要

◼ スポーツ庁「スポーツキャリアサポート支援」事業 並びにスポーツキャリアサポートコンソーシアムの

コンセプトを発信

◼ 育成したアスリートキャリアコーディネーターの主旨と今後の展望について発信

◼ アスリートの人材価値を社会に広く発信

イベント名 : スポーツ庁委託「スポーツキャリアサポート支援」事業

Athlete Career Challengeカンファレンス 2021

~アスリートキャリア開発支援が創出するCX(Career Transformation)の未来~

午前の部：アスリートキャリアコーディネーターアドバンスド研修

午後の部：シンポジウム

主催 : スポーツキャリアサポートコンソーシアム

企画 : スポーツキャリアサポートコンソーシアム

運営 : 株式会社フューチャー・デザイン・ラボ

（「スポーツキャリアサポートコンソーシアムの運営」受託事業者）

株式会社MPandC

開催日時 : 2021 年 3 月 6 日（土）

午前の部：10:00~12:00

午後の部：13:00~15:30

※プレス受付開始：12:00～

参加方法 : ライブ配信によるオンライン開催（登壇者・関係者のみ会場）

ライブ会場 : 赤坂インターシティコンファレンス（東京都港区赤坂１丁目８−１）

対象・人数 : 【午前の部対象者】

アスリートキャリアコーディネーターベーシックプログラム修了者

国家資格キャリアコンサルタント取得者

【午後の部対象者】

一般申し込み



構成

４

進行構成（午前の部）

TIME LAP プログラム 内容

10:00 1 開会 開会案内
会長紹介

10:01 4 会長挨拶
高橋義雄氏

ACC育成プログラムについて
ACC・キャリコンに期待すること

10:05 40 開講・講義
田中研之輔氏

テーマ「アスリートと企業を繋ぐ総合型キャリア開発支
援の実現に向けて」

10:45 15 質疑応答

11:00 5 休憩

11:05 35 トークセッション
（クロストーク）
田中研之輔氏
山口美咲氏
宮内龍汰氏

１）アスリートからビジネスパーソンとなる上で、どんな
ことを意識したか。
２）ビジネスシーンで元アスリートのキャリアが活きて
いると感じる場面は、どんな時か
３）アスリートキャリア開発に必要なことは何か？

11:40 10 質疑応答

11:50 5 まとめ

11:55 3 閉会

11:58 終了



構成

５

進行構成（午後の部）

TIME LAP プログラム 内容

13:00 1 オープニング 開会案内
会長紹介

13:01 3 スポーツ庁挨拶
事業説明
白川由梨氏

「スポーツキャリアサポート支援事業」の説明

13:04 8 SCSC会長挨拶
と事業説明
高橋義雄氏

ACC育成プログラムについて
ACC・キャリコンに期待すること

13:12 60 トークセッション①
田中研之輔氏
室伏広治氏
原晋氏
井本直歩子氏

トークセッション第一部
「アスリートキャリア開発支援の社会的役割とその可
能性」

14:12 15 フォトセッション

14:27 60 トークセッション②
森下尚紀氏
吉浦剛史氏
佐藤学氏
中村裕樹氏
有明葵衣氏

トークセッション第二部
「企業とアスリートの立場から見るアスリート人材の課
題と魅力」

15:27 3 副会長挨拶
山田登志夫氏

閉会挨拶

15:30 終了



プログラム



アスリートキャリアコーディネーターアドバンスド研修

７

研修目的

令和2年度スポーツ庁委託「アスリートキャリアコーディネーターの育成」事業において開催されたアスリー

トキャリアコーディネーター育成プログラム【ベーシック】の修了生および国家資格キャリアコンサルタント有

資格者を集め、スポーツ内外の専門知見の交流とネットワークを広げることを目的とする。

講義

講師：田中 研之輔氏

法政大学キャリアデザイン学部 教授

一般社団法人プロティアン・キャリア協会 代表理事

スポーツキャリアサポートコンソーシアムプログラム開発責任者

登壇者：山口 美咲氏

08年北京・16年リオ五輪 競泳日本代表

株式会社星野リゾート/株式会社東京トリップ所属

トークセッション

登壇者：宮内 龍汰氏

元Ｊリーガー(鹿島アントラーズ)

株式会社サイバーエージェント

テーマ：アスリートと企業をつなぐ総合型キャリア開発支援の実現に向けて

テーマ：～私のキャリアトランスフォーメーション～



Athlete Career Challenge カンファレンス2021

８

開催趣旨

アスリートキャリアに関して、スポーツ内外の知見を共有し、スポーツ庁が推進するスポーツキャリアサポー

トコンソーシアムの取組を広く社会に発信し、事業の推進を図る。

主催者

髙橋 義雄 氏

スポーツキャリアサポートコンソーシアム会長

筑波大学体育系准教授

登壇者：室伏 広治 氏

2004年アテネ五輪金メダル・2012年ロンドン五輪銅メダル

ハンマー投げ日本代表

スポーツ庁長官

トークセッション①

登壇者：井本 直歩子 氏

1996年アトランタ五輪 競泳日本代表

国連児童基金 教育専門官

テーマ：アスリートキャリア開発支援の社会的役割とその可能性

登壇者：原 晋 氏

青山学院大学地球社会共生学部教授

青山学院大学陸上競技部長距離ブロック監督

モデレーター：田中 研之輔 氏



Athlete Career Challenge カンファレンス2021

９

登壇者：吉浦 剛史 氏

株式会社スポーツフィールド キャリアサポート推進室 室長

SCSCプロジェクト推進委員

トークセッション②

登壇者：中村 裕樹 氏

公益財団法人日本オリンピック委員会 ナショナルトレーニングセンター

JOCキャリアアカデミー事業 ディレクター

テーマ：企業とアスリートの立場から見るアスリート人材の課題と魅力

登壇者：佐藤 学 氏

株式会社リクルートキャリア 代表取締役社長

モデレーター：森下 尚紀 氏

株式会社MPandC 代表取締役社長

SCSCプロジェクト推進委員

登壇者：有明 葵衣 氏

NPO 法人 Shape the Dream 副代表理事

TOKYO DIME(東京ダイム)所属

富士通株式会社



記録写真



新型コロナウイルス感染症対策

11

◼ 新型コロナウイルス感染症対策として、会場に来場する関係者やメディアを事前に把握した。

◼ 来場者には事前にマスク着用のお願いをし、当日は手指消毒の徹底と検温を実施した。

◼ 当日は健康チェックシート、会場の喚起、関係者を管理するためのパスの配布を行った。

◼ 午前の部、午後の部ともにトークセッション時には登壇者間にパネルを置き、登壇者間で飛沫がかか

らないような対策を実施した。

◼ 関係者席も間隔を1m以上開けることができるような配置に設定した。



アスリートキャリアコーディネーターアドバンスド研修

12



Athlete Career Challenge カンファレンス2021

13



ACCカンファレンス トークセッション①

14



ACCカンファレンス トークセッション②

15



広報・PR



集客・告知①

17

集客と告知については、Athlete Career Challenge カンファレンス2021のチラシの作成、PR
TIMESでの掲載、広報・募集サイトの作成、申し込みサイトの作成、メディアへの取材申し込み書の
配布、事後速報リリースの配布を実施した。

チラシの作成



集客方法・告知②

18

PR TIMESでの告知

2021年2月8日12時にPR TIMESにて以下のプレスリリースを掲載。



集客方法・告知③

19

集客サイト①

午前の部に関して以下の広報サイトと申し込みサイトを作成し、2月8日に公表。

申し込みサイト①



集客方法・告知④

20

集客・申し込みサイト②

午後の部に関して以下の広報サイトと申し込みサイトを作成し、2月8日に公表。



集客方法・告知⑤

21

メディアへの周知

2月19日にメディアへの周知を実施。



集客方法・告知⑥

22

メディアへの周知

メディア申し込みサイトを2月8日に開設。



集客方法・告知⑦
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事後速報リリースの配布

3月6日のACCカンファレンス後、18時にPR TIMESにて以下の事後速報リリースを配信した。



アンケート
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午前の部、午後の部ともに、アンケートの回収率を増やすため、閉会後のスライドにアンケートへの誘導スラ
イドを提示し回答を促した。スライドにはQRコードを提示し、視聴者がスマートフォンでも回答できるようにす
るとともに、チャットでもURLを送付し回収率の向上に努めた。

午前の部終了後のスライド

午後の部終了後のスライド



アンケートの回答者を増やす工夫②
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アンケートはMicrosoft Formsを使用し、PCやスマートフォンなどでもアクセスできるようにし、利便性を高
めた。

結果、午前の部のアスリートキャリアコーディネーターアドバンスド研修では、当日の受講者1,133名に対し、
回答者が513名、午後の部のACCカンファレンス2021では206名の方にご回答いただいた。
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あなたはキャリアコンサルタントの資格をお持ちですか。
はい
いいえ
講義『アスリートと企業を繋ぐ総合型キャリア開発支援の実現に向けて』講師：田中研之輔氏についてお聞きします。
講義の理解度について教えてください。
よく理解できた
ある程度理解できた
どちらでもない
あまり理解できなかった
全く理解できなかった
この講義を通じて、新しい知識や技能は身についたと思いますか。
強くそう思う
少しそう思う
どちらでもない
あまりそう思わない
全くそう思わない
トークセッション（登壇者：田中教授、山口氏、宮内氏）についてお聞きします。
トークセッションの満足度を教えてください。
非常に満足である
やや満足である
どちらでもない
やや不満である
非常に不満である
全体を通しての満足度を教えてください。
非常に満足である
やや満足である
どちらでもない
やや不満である
非常に不満である
本プログラムの参加動機について教えてください。 ※複数回答可
田中研之輔氏の講義に関心があった
トークセッションの登壇者の話に関心があった
アスリートのキャリアに関心があった
キャリアコンサルタントとして、新たな知見を獲得したいと思ったから
CX：Career Transformationという言葉に惹かれたから
その他
一般のキャリアカウンセラーやキャリアコンサルタント等の資格がありますが、アスリートに特化したアスリートキャリアコーディネーターが必要
だと思いますか？
強くそう思う
少しそう思う
どちらでもない
あまりそう思わない
全くそう思わない
本プログラムが有料でも参加しますか？
はい
いいえ
「はい」とお答えの方、妥当だと思う具体的な価格を教えてください。
1000～2499円
2500～4999円
5000～9999円
10000円以上
今後、アスリートキャリア支援にキャリアコンサルタントとして携わる場合は、どのような学習やネットワークの支援が必要だと思いますか？
自由記述参照
アスリートキャリアコーディネーターとキャリアコンサルタントの協働についてアイディアがあればお聞かせください
自由記述参照
その他、ご意見・ご感想等あればご自由にお書きください。
自由記述参照
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年齢
10代
20代
30代
40代
50代
60代以上
性別
男
女
どちらでもない
回答しない
午前の部（アスリートキャリアコーディネーターアドバンスド研修）には参加しましたか。
参加
不参加
ご職業
会社員（正社員）
会社員（契約社員）
公務員・団体職員（正社員）
公務員・団体職員（契約職員・非常勤）
自営業・自由業
会社役員・経営者
パート・アルバイト
学生（高校生以下）
学生（大学生）
学生（大学院生）
専業主婦・主夫
その他（※自由記述）
所属
スポーツ団体※選手が所属・加盟していることを前提としており、スポーツ競技団体（中央競技団体、都道府県体育・スポーツ
協会、スポーツチーム（プロ・アマは問わない））。また、スポーツ統括団体もこれに含むものとします
教育機関
民間企業
行政機関
その他（ ）
所属名（任意）
※自由記述
手話通訳を利用しましたか。
はい
いいえ
「はい」と答えた人にお聞きします。
視聴デバイスを教えてください。
自由記述
手話通訳の画面は、確認できるサイズでしたか。
自由記述
手話通訳の内容は、理解できましたか。
自由記述
オンラインにおける手話通訳の利用について、改善点がありましたら教えてください。（任意）
自由記述
参加動機を教えてください。
アスリートとして自分自身のキャリアについて考えているから
アスリートのキャリア支援に興味があるから
アスリートのキャリア支援に実際に関わっているから
アスリートの採用に興味があるから
トークセッションの登壇者に興味があったから
カンファレンスのテーマに興味があったから
スポーツに関するテーマに興味があったから
その他



アンケート項目（ACCカンファレンス 2/2）
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プログラムの内容について、当てはまるものにチェックをつけてください。
トークセッション①「アスリートキャリア開発支援の社会的役割とその可能性」
非常に参考になった
やや参考になった
どちらともいえない
あまり参考にならなかった
全く参考にならなかった
本トークセッションで具体的に印象に残ったことは何ですか。（任意）
自由記述
トークセッション②「企業とアスリートの立場から見るアスリート人材の課題と魅力」
非常に参考になった
やや参考になった
どちらともいえない
あまり参考にならなかった
全く参考にならなかった
本トークセッションで具体的に印象に残ったことは何ですか。（任意）2

自由記述
アスリートキャリアコーディネーター育成プログラムを受講したいと思いますか。
大いにそう思う
ややそう思う
どちらともいえない
あまりそう思わない
全くそう思わない
スポーツキャリアサポートコンソーシアム（SCSC）について知っていましたか。
今回初めて知った
以前から知っていた
このカンファレンスの情報をどこで知りましたか？
SCSC会員として事務局からの告知
ACC受講生として事務局からの告知
SCSCのHP
SCSCのFacebook
SCSC会員の紹介
アスリートキャリアコーディネーターからの紹介
スポーツ庁のHP

スポーツ庁のFacebook又はTwitter
NPO法人キャリアコンサルティング協議会からの案内
NPO法人 キャリアカウンセリング協会からの案内
登壇者のSNS・紹介
プレスリリース・その他メディア掲載情報
その他
その他、ご意見・ご感想等あればご自由にお書きください。
自由記述



アンケート結果（アドバンスド研修）
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【当日までの準備について】

• ポスターの制作や広報・申込サイトの構築、PR TIMESへの掲載などについてはスポーツキャリアサポート

コンソーシアム様と連携し、期日通りに納品することができた。

• 参加者の申し込みについても当初想定していた人数（300名）よりも多くの方にお申込みいただいた。

午前の部については最終的に1,490名からのお申し込みがあり、当日は1,133名の方に受講いただい

た。午後の部についても申込者が1,403名（Eventregist経由：467名、Zoom経由：936名）

の方にお申込みいただいた。Zoomでの当日受講者数は524名であった。

• 一部の受講者より、案内メールが届かない旨の問い合わせがあったが、お電話での直接対応、受講者へ

のメール再送等の迅速な対応をしたことで、当日の問い合わせを最小限に抑えることができた。今回の課

題発見を今後の運営に生かしていく。

• メディア対応についても事前のご案内や、SCSC事務局との調整などをし、スポーツ庁の要望を取り入れ

たメディア対応を実施した。メディアへの広報は最重要事項としないという方針への変更があったため、取

材対応等を最小限とし対応する形となった。

【当日の運営について】

• 当日の受付での検温や消毒の徹底、メディア関係者、コンソーシアム関係者の把握など新型コロナウイ

ルス感染症の対策を万全にしスムーズに進行できた。コロナウイルス感染症対策としてスタッフ並びに参

加関係者に対して、案内サイン・口頭案内により、手指の消毒及びマスク着用など徹底することができた。

感染症対策についてメディアからスタッフへ、当日の問い合わせ等は無かった。

【進行、各プログラムに関して】

• 全体の進行時間については、登壇者の方々も注意して時間をキープしていただいたことから、各プログラ

ムともほぼ予定通りに進行することができた。登壇者との準備は、個々にご説明、当日の直前ミーティン

グで、しっかりと事前準備・共有できたことが大きい。

• 午前の部については、急遽ウェビナーに変更するということもあったが、無事、インターネットが途切れること

なく研修を配信をすることができた。しかし、司会者やトークセッションの声が聞きづらかったという受講者の

声もあったので、更なる事前検証の必要性を実感した。

• 午後の部についても、スポーツ庁YouTube配信をスムーズに実施することができた。手話通訳を入れると

いうオーダーについてもしっかり対応し、配信することができた。Zoomでの視聴について音声が流れないと

いった問い合わせが入ったが、YouTubeチャンネルへ即時に誘導するということでうまく対応ができた。

• フォトセッションも時間通り、運営できたが、事前に、ステージ転換について細かく決めることでより運営の

効率性を図れるだろう。

【YouTubeチャンネルでの配信について】

• 3月15日7:30時点で、スポーツ庁YouTubeチャンネル登録数（2,550人）を超える回数の視聴回

数があった。（4,186回視聴）
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3月15日7:30時点で、スポーツ庁YouTubeチャンネル登録数（2,550人）を超える回数の視聴回
数があった。（4,186回視聴）
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午前の部（アスリートキャリアコーディネーターアドバンスド研修）

午後の部（Athlete Career Challenge カンファレンス2021）

項目 定義 人数

お申込者 研修にお申し込みがあった人数 1490名

受講対象者
お申込者のうち①アスリートキャリアコーディネーター育成プログラム
【ベーシック】修了生、または、②国家資格キャリアコンサルタント資格
保有者である方

1475名

当日受講者
当日受講した方の総数
※受講者はウェビナーに参加する際にお名前とメールアドレスを登録し
ております。この人数はその登録者の人数となります。

1133名

項目 定義 人数

お申込者

研修にお申し込みがあった人数
※今回はお申し込みをお申し込みサイト「Eventregist」とACCアド
バンスド研修受講者「Zoom」それぞれ受け付けましたので、その総数
の人数となります。
（Eventregist経由：467名、Zoom経由：936名）

1403名

当日受講者
（zoomのみ）

当日受講した方の総数
※受講者はウェビナーに参加する際にお名前とメールアドレスを登録し
ております。この人数はその登録者の人数となります。

524名

メディア関係

項目 定義 人数

現地取材メディア 会場に来場し取材を行ったメディア数
７社
7名

Online Press
参加メディア

オンラインにてカンファレンスの様子を取材したメディア数
5社
7名

クリッピング結果
ACCカンファレンス2021に関する記事を掲載したメディア
数

75媒体


